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【参考２０】 

 

ダイオキシン類の排出量 
 

１． 届出外排出量と考えられる排出  
平成 17 年のダイオキシン類の全国排出量は、「ダイオキシン類の排出量の目録（排出イン

ベントリー）」において別途推計されている。同インベントリーの推計値には事業者からの届

出排出量も含まれているため、届出排出量が含まれる発生源においては、平成 17 年度のダ

イオキシン類の届出排出量を差し引いたものを届出外排出量と考えることとする。 

なお、水域への排出について、平成 17 年度の届出排出量は同インベントリーの推計値を

若干上回っていた。このような場合は、届出外排出量の推計は行わないこととする。 

 
表１ 「ダイオキシン類の排出量の目録（排出インベントリー）」の発生源と 

推計区分の関係（大気） 

届出外排出量の推計区分 
発生源 

対象業種 非対象業種 家庭 移動体 

製造業等関連施設 ○  

産業廃棄物焼却施設等 ○ ○  

火葬場 ○  

自動車解体・金属スクラップ卸売業 

アルミニウムスクラップ溶解工程 
○  

たばこの煙 ○ 

自動車排出ガス  ○ 

 

２． 推計方法 
「ダイオキシン類の排出量の目録（排出インベントリー）」における発生源別の全国排出量

から届出排出量を差し引いた値を届出外排出量とみなし、その値を発生源に関連した指標

を用いて都道府県に配分するものとする（図１参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ダイオキシン類の排出量の推計フロー 

排出インベントリーにおける
発生源別・媒体別の全国排
出量（mg-TEQ/年）

ＰＲＴＲによる業種別
の全国の届出排出
量（mg-TEQ/年）

発生源別の全国届出外
排出量（mg-TEQ/年）

排出インベントリーの発生源
に対応した全国の届出外排
出量（mg-TEQ/年）

都道府県別の産業廃棄物の
中間処理能力（m3/年）等



２０-2 

 

３． 推計結果 
ダイオキシン類の全国の届出外排出量推計結果は表２のとおりである。 

 

表２ ダイオキシン類の全国の届出外排出量推計結果（平成 17 年度；大気） 

排出インベントリー(平成 17 年) 

発生源 

排出量 

（g-TEQ/年）

(a) 

届出排出量 

（g-TEQ/年） 

(b) 

届出外排出量

（g-TEQ/年） 

=(a)-(b) 

① 製造業等関連施設 170 145 25

② 産業廃棄物焼却施設等 169 85 84

③ 火葬場 5.3 - 5.3

④ 
自動車解体・金属スクラップ卸売業

アルミニウムスクラップ溶解工程 
0.36 - 0.36

⑤ たばこの煙 0.2 - 0.2

⑥ 自動車排出ガス 1.2 - 1.2

合    計 346 230 116

 

表３ ダイオキシン類の排出量推計結果（平成 17 年度；全国） 

対象化学物質 届出外排出量（mg-TEQ/年） 

物質

番号 
物質名 対象業種 非対象業種 家庭 移動体 合計 

179 ダイオキシン類 75,587 39,344 200 1,200 116,331

合   計 75,587 39,344 200 1,200 116,331

 




